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SPECIAL
特
集

農事組合法人
ファーム・おだ

組合長理事
吉
よし
弘
ひろ
　昌

まさ
昭
あき
さん

◎設立　平成17年
◎経営面積　107ha
◎�特徴　米粉パンの
販売（６次化産業）、
アスパラガスの生産

農事組合法人
さだしげ

代表理事
畝
うね
　敬

けい
一
いち
郎
ろう
さん

◎設立　平成13年
◎経営面積　42ha
◎�特徴　特別栽培米の
生産、市民農園の運
営

農事組合法人
かみみなが

代表理事
吉
よし
郷
ごう
　陸

りく
彌
や
さん

◎設立　平成16年
◎経営面積　33ha
◎�特徴　お米麺、米粉
の販売（６次化産業）

プロフィル

対談／牧尾議員、加根議員が聞く

東広島の農業
表紙写真／ファーム・おだ　吉弘組合長理事

　今回は、農事組合法人の代表者の皆さんに、
東広島の農業について、インタビューをして
きました。
　農業を取り巻く環境や、農業政策に対する
思いや、農業を通じて、地域が抱える課題に
対する考え方や今後の将来についてお話をお
聞きしました。

Ｑ　
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

畝　
今
年
で
14
年
目
の
活
動
に
な
り

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
年
の
12

月
に
42
ha
、
組
合
員
さ
ん
が
56
名
、

こ
の
地
域
内
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が

100
％
の
加
入
に
な
り
ま
し
た
。
非
常

の
は
、
働
け
ん
よ
う
に
な
っ
て
、
自

然
と
組
合
員
数
が
増
え
と
り
ま
す
。

　

米
を
農
協
さ
ん
へ
２
割
程
度
、
あ

と
は
自
分
で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
病
院
系
統
で
す
。

吉
弘　
９
年
目
で
、
昨
年
の
人
・
農

に
う
れ
し
い
の
と
、
そ
れ
だ
け
農
業

が
行
き
詰
ま
っ
と
る
と
い
う
反
対
返

し
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
郷　

10
年
目
で
、
当
初
は
28
ha

程
度
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
現
在
は

33
ha
に
な
っ
と
り
ま
す
。
と
い
う

地
プ
ラ
ン
で
は
103
ha
な
ん
で
す
が
、

小
学
校
区
を
１
つ
の
農
場
と
し
て
考

え
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

目
的
は
、「
農
地
を
守
り
な
が
ら
、

若
い
人
の
受
け
皿
に
な
る
。」
幸
い
、

現
在
、
50
代
以
下
が
12
名
ほ
ど
来
て

く
れ
と
り
ま
す
。
特
徴
は
、
土
に
徹

底
し
、
最
初
か
ら
堆
肥
を
入
れ
て
特

別
栽
培
米
・
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を

や
っ
て
き
て
、
今
で
は
農
薬
を
減
ら

し
た
ら
蛍
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
今
度
は
、
シ
ジ
ミ
が
増
え
て

地
域
を
守
る
た
め
に
地
域
の
財
産（
農
地
）を
使
う
。

こ
れ
が
法
人
化
で
し
た
。正
解
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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き
ま
し
た
。

Ｑ　
今
の
農
業
や
農
業
政
策
を
ど
の

よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

吉
弘　
国
の
施
策
と
い
う
の
は
猫
の

目
行
政
。
現
場
が
一
番
困
る
状
況
な

ん
で
す
。
主
要
施
策
は
10
年
は
最
低

続
け
る
。
そ
し
て
、
10
年
後
に
費
用

対
効
果
が
ど
う
で
あ
っ
た
ん
か
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
２
、
３

年
で
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
っ
た
ら
覚
え
る

暇
も
何
も
な
い
。

吉
郷　
国
の
政
策
を
云
々
言
わ
れ
て

も
、
よ
く
わ
か
ら
ん
。
今
回
も
説
明

会
聞
い
て
も
、
理
解
で
き
に
く
い
よ
。

み
ん
な
も
わ
か
る
ん
か
ね
。

畝　
非
常
に
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
年
に
４
回
ぐ

ら
い
市
民
の
方
々
と
の
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
、
椎
茸
の
原
木
を
切
っ
て
親
が

穴
を
開
け
、
子
ど
も
が
打
ち
込
む
。

そ
し
た
ら
、「
椎
茸
を
食
べ
な
か
っ

た
子
ど
も
が
食
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　
農
業
後
継
者
は
ど
う
育
て
て
い

き
ま
す
か
。

畝　
こ
の
５
年
間
に
６
家
族
帰
っ
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は

「
農
業
せ
ん
で
も
い
い
。」
で
す
。
法

人
が
ほ
と
ん
ど
す
る
わ
け
で
す
か
ら
。

春
、
秋
１
回
の
割
り
当
て
を
つ
く
っ

て
、
少
し
ず
つ
覚
え
て
も
ら
う
ん
で

す
。
そ
う
い
っ
た
形
で
少
し
で
も
貞

重
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
子
ど
も
が

増
え
れ
ば
後
継
者
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

吉
郷　
女
性
の
視
点
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
柔
軟
な
発
想
が
あ
る
と
思
い
ま

す
よ
。
女
性
の
力
を
活
用
し
た
ら
野

菜
づ
く
り
も
進
展
で
き
ま
す
。

Ｑ　
最
後
に
何
か
、
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

畝　
我
々
法
人
も
い
ろ
ん
な
問
題
に

直
面
し
て
い
る
ん
で
す
。
だ
が
、
集

落
営
農
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情

だ
と
思
い
ま
す
ん
で
、
後
押
し
し
て

い
た
だ
い
て
、
法
人
が
40
、
50
に
な

れ
ば
農
業
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

吉
弘　
荒
廃
地
に
な
っ
た
ら
、
人
の

心
も
す
さ
む
ん
で
す
ね
。
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
法
人
化
を
進
め
て
い
っ

て
、
学
校
給
食
は
地
元
の
も
の
で
賄

う
。
そ
れ
を
実
行
で
き
る
モ
デ
ル
を

支
え
て
も
ら
い
た
い
。

１�．東広島の農業についてインタビューを
受ける農業法人の代表者

２．米粉を使用したパンの販売
３�．こだわり米を栽培している、法人さだ
しげの市民との田植え

４．アスパラガスのハウス栽培
５．お米を使用したお米麺

❶

❷

❸

❹ ❺
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会派所属議員

中平　好昭
乗越　耕司
新開　邦彦

家森　建昭
池田　隆興
梶谷　信洋

景
気
上
昇
機
運
、消
費
税
増

税
に
伴
う
歳
入
見
込
み
は

質　
問

　

消
費
税
増
税
に
伴
う
反
動
減
も

予
想
さ
れ
る
な
か
、
新
年
度
予
算

の
歳
入
見
込
み
を
堅
実
に
見
込
む

事
は
理
解
で
き
る
が
、
景
気
が
上

昇
機
運
に
あ
る
事
に
鑑
み
て
、
執

行
部
の
考
え
を
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

一
部
の
上
場
企
業
な
ど
で
業
績

が
回
復
傾
向
に
あ
る
一
方
、
地
方

の
中
小
企
業
は
、
政
府
の
経
済
対

策
の
効
果
が
実
感
で
き
る
ほ
ど
に

は
至
っ
て
い
な
い
中
で
、
過
大
過

小
見
積
り
と
な
ら
な
い
よ
う
、
適

正
な
見
積
り
に
努
め
た
結
果
、
歳

入
は
、
対
前
年
度
比
23
・
２
％
の

増
を
見
込
ん
だ
。

合
併
特
例
債
５
年
間
延
長

に
伴
う
、新
市
建
設
計
画
は

質　
問

　

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
９
年

間
が
経
過
し
た
が
、
進
捗
率
、
実

行
予
算
、
残
事
業
、
残
予
算
等
の

状
況
を
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

平
成
24
年
度
決
算
ベ
ー
ス
の
事

業
費
で
約
60
％
の
約
１
，
７
４
２

億
円
が
実
施
さ
れ
、
残
事
業
費
が

約
40
％
の
約
１
，
１
５
６
億
円
、

事
業
数
で
は
、
全
585
事
業
の
う
ち

約
93
％
が
完
了
も
し
く
は
実
施
中

で
あ
る
。
ま
た
、
新
市
建
設
計
画

の
５
年
間
の
延
長
に
伴
う
合
併
特

例
債
充
当
事
業
は
総
額
で
約
172
億

円
、
充
当
す
る
合
併
特
例
債
は
約

80
億
円
を
計
画
し
て
い
る
。

安
全・安
心
な
暮
ら
し
を
地
域
で
支

え
合
う
ま
ち
、特
化
す
る
事
業
は

質　
問

　

防
災
情
報
通
信
運
営
事
業
、
自

主
防
災
組
織
育
成
事
業
に
大
き
な

予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

防
災
情
報
の
伝
達
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
活
用
を
中
心

に
、
市
民
が
多
様
な
手
段
の
中
か

ら
い
ず
れ
か
の
手
段
で
情
報
入
手

が
可
能
と
な
る
整
備
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
自
動
立
ち
上
げ
で
き

る
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
普
及
と
あ

わ
せ
既
存
の
屋
外
拡
声
機
の
う
ち

一
部
を
Ｆ
Ｍ
用
に
改
良
し
整
備
す

る
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
住
民
自
治

協
議
会
単
位
で
の
結
成
等
に
よ
り

100
％
の
組
織
率
を
目
指
す
。
そ
の

た
め
の
支
援
策
を
拡
充
し
、「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
の
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

合志会
中平　好昭

質問した項目
■�新年度予算に伴う市政運営につ
いて

■東広島市農業施策について
■�東広島市、小・中学校教育（学力・
環境・課題）について

代 表 質 問
新
年
度
予
算
に
伴
う

　
　
　
　
　
市
政
運
営
は



市議会だより　2014.6page.05

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

進
捗
状
況
は

質　
問

　

46
住
民
自
治
協
議
会
が
立
ち
上

が
り
約
１
年
が
経
過
し
た
が
、
そ

の
検
証
と
交
付
金
を
活
用
し
た
地

域
活
動
の
う
ち
、
模
範
と
な
る
活

動
に
対
す
る
表
彰
制
度
を
創
設
す

る
考
え
は
な
い
の
か
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

モ
デ
ル
と
な
る
べ
き
事
業
に
つ

い
て
は
、
幅
広
く
情
報
提
供
を
進

め
、
住
民
自
治
協
議
会
相
互
の
連

携
や
情
報
共
有
を
促
進
し
て
い
く
。

事
例
集
の
作
成
、
ま
た
表
彰
制
度

の
創
設
も
視
野
に
入
れ
て
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

農
業
施
策
、
米
生
産
農
家

へ
の
支
援
の
必
要
は

質　
問

　

国
は
、
減
反
政
策
廃
止
、
農
地

中
間
管
理
機
構
の
制
度
化
な
ど
Ｔ

Ｐ
Ｐ
後
を
見
据
え
た
農
業
施
策
の

大
転
換
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後

10
年
間
で
農
業
・
農
村
全
体
の
所

得
を
倍
増
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
実
現
に
は
大
規
模
農
家
へ
の

集
積
、
農
業
法
人
化
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
、
医
福
食
農
連
携
、

地
産
地
消
、
さ
ら
に
特
産
物
の
地

産
外
消
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
弁
｜
田
阪
産
業
部
長

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
前
提
に
、

農
家
に
は
農
地
中
間
管
理
機
構
を

う
ま
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
農
地
集
積
あ
る
い
は
集
約
化
を

進
め
る
上
で
重
要
に
な
る
が
、
中

で
も
農
地
利
用
の
再
編
を
進
め
る

こ
と
で
地
域
が
合
意
す
る
こ
と
が

理
想
と
考
え
て
い
る
。
医
福
食
農

連
携
は
、
健
康
に
着
目
し
た
食
の

市
場
拡
大
に
あ
わ
せ
農
林
水
産
物

の
需
要
拡
大
を
図
っ
て
い
く
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
地
産
地
消
及

び
市
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
は
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
機
会
を
捉
え
た
販
路
拡

大
の
取
り
組
み
も
重
要
だ
が
、
特

徴
あ
る
農
産
物
が
一
定
量
を
継
続

的
に
出
荷
で
き
る
体
制
も
必
要
な

た
め
、
産
地
の
育
成
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

優
良
農
地
以
外
の
取
り
組

み
、
耕
作
放
棄
地
対
策
は

質　
問

　

優
良
農
地
以
外
の
未
整
備
農
地

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
姿
で
農
地

と
し
て
存
在
し
て
い
く
の
か
。
耕

作
放
棄
地
が
増
大
す
る
懸
念
が
あ

る
が
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
弁
｜
田
阪
産
業
部
長

　

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
は
、

「
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付

金
」
や
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
」
な
ど
の
支
援
と
と
も
に
、
次

世
代
に
向
け
て
の
農
地
集
積
、
農

業
の
高
付
加
価
値
化
と
競
争
力
を

強
化
す
る
た
め
、
圃
場
整
備
事
業

に
関
す
る
啓
発
・
推
進
、
土
地
改

良
組
織
の
設
立
支
援
及
び
農
地
の

改
良
を
行
っ
て
い
る
。
来
年
度
か

ら
始
ま
る
「
日
本
型
直
接
支
払
」

や
農
業
の
基
盤
整
備
に
関
す
る

ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
も
、
拡
充

及
び
施
策
展
開
を
し
て
い
く
。

小・中
学
校
教
育
（
学
力・

環
境
・
課
題
）
は

質　
問

　

全
国
学
力
調
査
で
、
本
市
は
全

地産地消フェスティバル

圃場整備された農地
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国
一
と
言
わ
れ
る
秋
田
県
を
、
体

力
測
定
に
お
い
て
も
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
お
り
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
だ
が
、
今
日
ま
で
の
取
り
組
み

で
特
に
秀
で
て
い
る
と
こ
ろ
は
何

か
。答　

弁
｜
木
村
教
育
長

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
質
の

高
い
教
育
研
究
の
実
施
、
教
員
に

よ
る
「
授
業
力
向
上
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
組
織
、「
育
て
残

し
ゼ
ロ
・
ど
の
子
も
伸
ば
す
」
を

合
い
言
葉
に
個
に
応
じ
た
教
育
活

動
の
推
進
の
３
点
。
体
力
面
で
は
、

日
常
の
児
童
・
生
徒
の
運
動
量
を

ふ
や
し
て
い
く
取
り
組
み
、
各
学

校
の
創
意
工
夫
や
意
欲
的
な
取
り

組
み
が
、
今
日
の
結
果
に
結
び
つ

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

小・中
学
校
環
境
整
備（
高

温
対
策
・
騒
音
対
策
）
は

質　
問

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
か
ら
、
夏

季
は
高
温
多
湿
が
続
く
た
め
、
普

通
学
級
に
も
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が

必
要
と
思
う
。
ま
た
、
学
校
周
辺

か
ら
騒
音
等
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
対

応
を
問
う
。

答　
弁
｜
増
田
学
校
教
育
部
長

　

平
成
24
年
度
に
普
通
教
室
へ
扇

風
機
を
設
置
し
、
平
成
26
年
度
に

音
楽
教
室
と
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
予
定
と
し
て

い
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

ま
ず
は
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
校

舎
の
耐
震
補
強
工
事
等
、
学
校
施

設
の
安
全
性
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
優
先
し
、
そ
の
後
は
統
廃
合
を

踏
ま
え
た
老
朽
化
対
策
の
計
画
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

　

学
校
で
活
動
す
る
児
童
・
生
徒

の
声
や
音
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住

民
の
方
か
ら
学
校
か
ら
発
生
す
る

音
へ
の
対
策
要
望
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
学
校
と
連
携
し
運
用
面
も

含
め
、
現
実
的
な
対
応
策
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

学
校
統
廃
合
の
進
捗
状
況

と
小
規
模
校
課
題
は

質　
問

　

小
学
校
統
合
に
関
し
、
基
本
計

画
が
示
さ
れ
て
い
る
が
進
捗
状
況

と
課
題
解
決
の
た
め
ど
の
よ
う
な

お
考
え
か
。

答　
弁
｜
増
田
学
校
教
育
部
長

　

平
成
23
年
３
月
に
安
芸
津
地
区

の
大
田
小
学
校
及
び
小
松
原
小
学

校
を
風
早
小
学
校
に
統
合
し
た
。

そ
の
後
も
、
統
合
対
象
と
な
っ
て

い
る
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
地
域

へ
の
説
明
会
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、

保
護
者
や
地
域
と
十
分
に
協
議
し
、

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
進
め

て
ま
い
り
た
い
。
現
在
の
統
合
基

本
方
針
は
、
策
定
か
ら
５
年
が
経

過
し
、
当
初
の
推
計
と
差
異
が
見

ら
れ
る
地
域
も
あ
る
こ
と
か
ら
見

直
し
を
行
っ
た
上
で
、
小
学
校
の

適
正
規
模
、
適
正
配
置
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

小
規
模
校
は
、
個
に
応
じ
た
指

導
が
容
易
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
一
方
、
児
童
の
多
種
多
様
な
興

味
関
心
に
十
分
応
え
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
る
。
子
ど
も
達
の
よ
り
よ

い
教
育
環
境
を
提
供
し
て
い
く
た

め
今
後
も
、
過
小
規
模
校
の
解
消

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

小学校に設置された扇風機
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新風２１
高橋　典弘

質問した項目
■新年度予算について
■地域力の向上事業について
■財政問題について
■環境問題について

新
年
度
に
お
い
て
、

　
や
る
べ
き
こ
と
を
明
確
に

新
市
建
設
計
画
・
合
併
特

例
債
事
業
の
進
捗
は
？

質　
問

　

合
併
特
例
の
期
間
も
26
年
度
で

終
了
と
な
る
が
、
市
民
の
関
心
事

で
も
あ
る
新
市
建
設
計
画
、
合
併

特
例
事
業
の
進
捗
率
を
問
う
。

　

ま
た
、
特
例
延
長
は
あ
る
も
の

の
、
こ
の
１
年
間
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

拠
点
及
び
各
地
域

サ
ブ
拠
点
の
整
備
を
急
げ

質　
問

　

い
ま
だ
一
部
し
か
動
い
て
な
い

総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹

で
あ
る
拠
点
及
び
サ
ブ
拠
点
整
備

を
ど
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

河
内
地
域
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

建
て
か
え
工
事
な
ど
の
基
幹
と
な

る
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事

業
効
果
や
財
政
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
、
良
好
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
公
共
交
通
施
策
な

　

平
成
26
年
度
ま
で
に
合
併
特
例

債
を
約
399
億
円
充
当
す
る
計
画
で
、

ま
た
、
新
市
の
一
体
性
の
確
立
を

図
る
た
め
策
定
し
た
新
市
建
設
計

画
だ
が
、
目
的
ど
お
り
推
進
し
て

き
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
成
果
の
向
上
と
財
政
収
支
バ

ラ
ン
ス
の
維
持
を
両
立
し
な
が
ら
、

素
早
く
対
応
す
べ
き
施
策
や
新
た

な
成
長
を
生
み
出
す
た
め
の
施
策

へ
取
り
組
む
な
ど
、「
日
本
一
住

み
よ
い
ま
ち
」
に
育
て
た
い
。

ど
の
各
種
ソ
フ
ト
事
業
を
重
点
的

に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
拠

点
の
特
性
を
十
分
に
引
き
出
し
、

地
域
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

民
間
活
用
で

財
政
安
定
と
事
業
進
捗
を

質　
問

　

平
成
32
年
か
ら
は
交
付
税
も
一

本
算
定
に
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
に

足
腰
の
強
い
不
交
付
団
体
に
近
づ

く
こ
と
が
必
修
で
あ
り
、
自
主
財

源
の
確
保
と
経
常
収
支
比
率
の
縮

小
は
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
将

来
の
自
主
財
源
に
つ
な
が
る
投
資

経
費
の
拡
大
と
民
間
活
用
な
ど
、

新
し
い
公
共
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

や
民
間
資
金
の
活
用
の
推
進
に
つ

い
て
考
え
を
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

第
５
次
行
政
改
革
に
お
い
て
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
目
指

す
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
予
算
の

選
択
と
集
中
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

施
策
に
市
と
し
て
の
主
体
性
を

河内地域センター

会派所属議員

杉井　弘文
宮川　誠子
高橋　典弘

寺尾　孝治
上田　　廣
中曽　義孝

代 表 質 問
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＊1　�［用語解説］ＰＦＩ（Private Finance Initiative）公
共施設の建設・運営等に、民間の資金、経営能力等を
活用する事業手法。

持
っ
て
取
り
組
み
な
が
ら
、
住
民

自
治
協
議
会
な
ど
地
域
と
の
協
力

関
係
の
構
築
、
＊1

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
民

間
の
活
用
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
。

環
境
未
来
都
市
構
想
を
、

よ
り
具
体
的
に

質　
問

　

①
環
境
未
来
都
市
構
想
の
取
り

組
み
の
状
況
を
問
う
。

　

②
人
口
を
20
万
人
以
上
に
し
、

中
四
国
を
リ
ー
ド
す
る
都
市
を
目

指
す
た
め
に
も
、
市
の
発
展
を
強

力
に
牽
引
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
着
実
に
推
進
す
る
、
そ
の
意
志

と
具
体
案
を
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

①
現
在
、
テ
ー
マ
ご
と
に
研
究

を
行
い
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
は
、
研

究
会
を
設
置
し
、
既
に
民
間
事
業

者
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
本
市

の
独
自
の
取
り
組
み
、
方
向
性
を

示
す「
環
境
先
進
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

②
総
合
計
画
に
示
す
各
施
策
を

着
実
に
実
施
し
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
え
る
成
長

戦
略
基
本
方
針
、
環
境
先
進
都
市

ビ
ジ
ョ
ン
に
示
す
事
業
を
重
点
的

に
推
進
し
、
国
が
検
討
し
て
い
る

「
地
方
中
枢
拠
点
都
市
」
の
動
き

な
ど
に
も
敏
感
に
呼
応
し
、
市
の

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
人
口
20
万

人
以
上
の
実
現
に
つ
な
げ
た
い
。

地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
有
効
活
用
！

質　
問

　

国
で
は
、「
地
域
の
活
性
化
な

く
し
て
日
本
経
済
の
再
生
な
し
」

を
合
言
葉
に
、
経
済
対
策
の
一
環

と
あ
わ
せ
て
、
地
域
再
生
の
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
て

い
る
が
、
地
域
の
成
長
戦
略
達
成

の
た
め
に
は
、
国
の
施
策
等
を
認

識
し
な
が
ら
地
域
間
競
争
に
対
処

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
弁
｜
前
藤
企
画
振
興
部
長

　

国
に
お
い
て
は
、
本
年
６
月
の

成
長
戦
略
改
定
に
向
け
た
検
討
を

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
も
、
こ

う
し
た
国
の
動
き
を
的
確
に
捉
え

な
が
ら
、
積
極
的
に
国
の
制
度
を

活
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
次

の
ま
ち
づ
く
り
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ

な
げ
た
い
。

地
域
経
済
の
自
立
と

経
済
循
環
に
つ
い
て

質　
問

　

地
方
分
権
の
意
味
は
、
自
立
型

地
方
の
構
築
で
あ
り
、
経
済
循
環

が
地
域
内
で
起
こ
る
仕
組
み
を
、

地
方
自
治
体
が
確
立
す
る
こ
と
が

地
域
の
活
性
化
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
は
な
い
か
。
考
え
を
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

東
広
島
市
産
業
活
性
化
方
策
に

基
づ
き
、
成
長
産
業
、
内
需
型
産

業
及
び
新
加
工
技
術
を
重
点
分
野

と
し
て
位
置
づ
け
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
包
括
的
な
企
業
誘

致
を
推
進
し
、
産
学
金
官
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
、
中
小
企
業
事
業

高
度
化
の
支
援
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
育
成
及
び
産
業
人
材
育
成
、

定
着
促
進
等
の
施
策
に
よ
る
地
場

産
業
の
育
成
を
図
り
、
本
市
の
持

続
的
な
成
長
に
資
す
る
地
域
経
済

の
活
性
化
、
経
済
の
循
環
を
図
っ 産業活性化方策
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＊2　［用語解説］賦存量 理論的に導き出された総量。

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
力
の
創
造
、

地
方
の
再
生
施
策
は
？

質　
問

　

国
で
は
地
域
元
気
創
造
プ
ラ
ン

と
地
域
の
自
立
促
進
の
２
つ
の
施

策
を
柱
に
事
業
を
推
進
し
、
地
域

経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
制
度

を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
国
の
地
域
自
立
施
策
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
の
か
、
ま
た
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

本
市
も
、
地
域
経
済
の
活
性
化

は
、
大
き
な
命
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
中
で
、
地
域
経
済
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
は
、
こ
れ

か
ら
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
大
き
な
仕
組
み
に
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
資
源

の
掘
り
起
こ
し
、
活
用
は
、
方
法

に
よ
っ
て
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
る
の
で
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
農

業
の
６
次
産
業
化
な
ど
、
時
代
に

求
め
ら
れ
て
く
る
分
野
を
中
心
に
、

実
現
の
可
能
性
を
探
り
、
地
域
活

性
化
に
資
す
る
事
業
に
つ
な
げ
る

よ
う
、
産
学
金
官
、
そ
し
て
民
の

連
携
に
よ
り
、
取
り
組
み
た
い
。

公
共
施
設
の

適
正
配
置
に
つ
い
て

質　
問

　

本
市
の
公
共
施
設
の
適
正
配
置

に
係
る
基
本
方
針
の
中
で
、
公
共

施
設
の
面
積
削
減
20
％
を
目
標
設

定
に
さ
れ
て
い
る
が
、
目
標
値
の

削
減
根
拠
を
問
う
。

答　
弁
｜
石
丸
財
務
部
長

　

公
共
施
設
の
将
来
の
更
新
費
用

の
推
計
を
行
っ
た
際
に
、
過
去
５

年
間
に
投
じ
て
き
た
費
用
の
１
年

当
た
り
の
平
均
と
、
今
後
40
年
間

の
更
新
費
用
の
推
計
の
１
年
当
た

り
の
平
均
と
の
差
を
も
と
に
、
今

後
の
財
政
見
通
し
を
考
慮
す
る
と
、

こ
の
程
度
は
削
減
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
た
。

本
市
の
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

質　
問

　

地
理
的
、
環
境
的
に
も
恵
ま
れ

た
研
究
所
の
集
団
の
中
で
、
本
市

の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
利

活
用
の
目
標
、
期
待
さ
れ
る
効
果
、

そ
し
て
評
価
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
前
延
生
活
環
境
部
長

　

構
想
で
は
、
廃
棄
物
系
バ
イ
オ

マ
ス
で
は
、
利
用
率
を
約
90
％
以

上
に
、
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
で
は
、

利
用
率
を
約
40
％
以
上
に
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

利
活
用
方
法
別
に
４
つ
の
取
り

組
み
を
掲
げ
て
い
る
が
、
廃
食
油

の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
）
化
な
ど
、
技
術
的
、
経
済

的
に
確
立
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今

後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、
本
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
量

に
占
め
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
＊2

賦
存
量
は
、
現
状
数
％

と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
、
マ
テ
リ

ア
ル
利
用
も
含
め
て
、
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

老朽化が進む公共施設

廃油の回収
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威信会
山下　守
質問した項目

■施政方針について

施
政
方
針
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て

質　
問

　

①
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
は
農

業
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
農
地
の

保
全
管
理
に
お
け
る
深
刻
な
問
題

で
あ
り
、
体
力
と
気
力
の
減
退
は

耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
、
本
市
の
高
齢
化
と

耕
作
放
棄
地
に
対
す
る
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

　

②
国
に
お
い
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締

結
に
向
け
こ
れ
ま
で
の
保
護
政
策

の
中
心
で
あ
る
減
反
政
策
を
廃
止

し
、
農
家
の
集
積
化
を
促
進
し
、

補
助
金
を
大
規
模
農
家
並
び
に
大

規
模
集
落
法
人
に
集
中
さ
せ
る
こ

と
で
、
日
本
の
農
業
の
競
争
力
を

高
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市

と
し
て
今
後
の
日
本
農
業
と
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

①
農
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保

全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
農
地
を

有
効
利
用
で
き
る
担
い
手
の
育
成
、

確
保
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
は
農
業

集
落
法
人
を
初
め
と
す
る
担
い
手

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、

地
域
に
お
け
る
人
と
農
地
の
問
題

に
つ
い
て
、
集
落
に
お
け
る
話
し

合
い
に
よ
っ
て
担
い
手
を
定
め
、

そ
の
担
い
手
に
農
地
を
集
め
る
こ

と
な
ど
を
検
討
す
る
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
昨
年
度
と
今
年
度
の
２

年
間
に
、
大
字
単
位
で
30
地
区
に

お
い
て
24
プ
ラ
ン
が
つ
く
ら
れ
、

そ
の
内
、
８
地
区
で
新
た
に
農
業

集
落
法
人
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

②
国
に
お
い
て
は
、「
攻
め
の

農
林
水
産
業
」
の
た
め
の
農
政
の

改
革
方
向
と
し
て
「
生
産
現
場
の

強
化
」、「
需
要
サ
イ
ド
の
取
り
組

み
」、「
需
要
と
供
給
を
つ
な
ぐ
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
」
の
３

つ
の
戦
略
を
掲
げ
て
い
る
。
経
営

規
模
の
拡
大
は
前
述
の
う
ち
「
生

産
現
場
の
強
化
」
に
当
た
る
が
、

国
際
競
争
力
を
持
っ
た
力
強
い
農

業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
３
つ
の
戦
略
が
合

わ
さ
っ
て
目
指
す
効
果
が
発
揮
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
市
と

し
て
も
、
本
市
の
農
業
が
国
際
競

争
力
を
有
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、

経
営
規
模
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、

販
路
拡
大
や
６
次
産
業
化
に
対
す

る
支
援
な
ど
各
種
施
策
に
総
合
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

米粉を使用したパン

会派所属議員

山下　　守
麻生　　豊
杉原　邦男

大江　弘康
牧尾　良二
渡邉　國彦

代 表 質 問
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企
業
立
地
に
つ
い
て

質　
問

　

本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

す
た
め
、
企
業
立
地
促
進
助
成
金

の
交
付
や
企
業
誘
致
活
動
の
実
施

等
に
よ
り
、
誘
致
促
進
及
び
市
外

へ
の
流
出
防
止
を
図
っ
て
い
る
が
、

寺
家
地
区
産
業
団
地
に
つ
い
て
は

平
成
29
年
度
分
譲
に
向
け
造
成
工

事
に
着
手
す
る
ほ
か
、
吉
川
工
業

団
地
北
地
区
に
つ
い
て
は
整
備
に

取
り
組
む
予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
進
捗
状
況
及
び
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

産
業
団
地
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
産
業
団
地
周
辺
の
住
環
境
や

自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
良

好
な
環
境
形
成
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
新
た
に
整
備
す
る
産
業
団

地
に
お
い
て
、
そ
の
立
地
環
境
や

特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
既
存
産
業

団
地
の
個
別
の
基
準
等
を
参
考
に

し
つ
つ
、
業
種
・
業
態
及
び
環
境

に
関
す
る
基
準
等
の
設
定
に
つ
い

て
、
検
討
を
重
ね
た
い
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
及
び
留
置
の

重
要
性
を
踏
ま
え
、
東
広
島
市
東

京
・
近
畿
連
絡
協
議
会
な
ど
、
ビ

ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
よ

り
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
推
進
し
、

今
年
度
よ
り
地
元
立
地
企
業
を
対

象
と
し
た
東
広
島
市
企
業
懇
談
会

を
実
施
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
て
、
本
市
の
企
業
立

地
促
進
助
成
制
度
の
周
知
を
進
め

て
い
る
。
本
市
の
助
成
制
度
は
、

新
増
設
時
に
加
え
設
備
更
新
時
に

お
い
て
も
助
成
対
象
と
す
る
な
ど
、

企
業
誘
致
及
び
留
置
の
両
面
か
ら

の
支
援
を
推
進
す
る
な
ど
、
他
の

自
治
体
に
は
な
い
独
自
性
を
持
つ

制
度
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

質　
問

　

本
市
は
日
本
一
の
教
育
都
市
を

目
指
す
と
し
て
お
り
、
優
秀
校
や

大
臣
表
彰
等
を
受
け
て
い
る
学
校

も
あ
り
成
果
が
出
て
い
る
が
、
複

式
学
級
に
な
っ
た
場
合
、
本
来
の

教
育
は
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
市
の
教

育
理
念
と
し
て
、
学
校
の
統
廃
合

寺家地区産業団地イメージ図

吉川工業団地北地区

を
行
う
と
い
う
方
針
を
出
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
教
育
理
念
に
基
づ
く
統
合

の
基
準
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
木
村
教
育
長

　

平
成
20
年
10
月
に
策
定
し
た

「
東
広
島
市
立
小
学
校
の
統
合
基

本
方
針
」
に
お
い
て
、
本
市
の
望

ま
し
い
小
学
校
の
適
正
規
模
と
し

て
、
１
学
年
当
た
り
２
学
級
か
ら

３
学
級
の
複
数
学
級
と
す
る
こ
と

が
適
正
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
当

面
は
、
複
式
学
級
と
な
っ
て
い
る

過
小
規
模
校
の
解
消
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
、
小
規
模
校
に
お
け

る
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
員

が
児
童
一
人
ひ
と
り
の
特
性
を
把

握
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
が
容
易

に
な
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
一
方
で
、
児
童
間
の
切
磋
琢

磨
が
少
な
く
、
多
様
な
社
会
性
や

自
立
心
な
ど
を
身
に
つ
け
る
機
会

が
少
な
く
な
る
こ
と
や
、
集
団
で

行
う
ス
ポ
ー
ツ
や
演
技
、
ク
ラ
ブ
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活
動
の
数
が
少
な
く
な
る
な
ど
、

児
童
の
多
種
多
様
な
興
味
関
心
に

十
分
応
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
集
団
を
通
し
て
進
め
ら
れ
る

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
校
規

模
は
大
切
な
要
素
の
１
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
本
市
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ

り
よ
い
教
育
条
件
や
教
育
環
境
を

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
適
正

な
学
校
規
模
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
基
本
方
針
に

お
け
る
統
合
の
対
象
校
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
と
十
分
に
協
議
し
、
合
意

形
成
を
図
り
な
が
ら
、
小
学
校
の

適
正
規
模
、
適
正
配
置
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

八
本
松
駅
前
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て

質　
問

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
け
る
八
本
松
駅
前
地
域
の
位
置

づ
け
に
は
、
西
条
駅
前
地
域
一
帯

の
都
市
拠
点
を
補
完
す
る
副
都
市

拠
点
と
し
て
整
備
す
る
と
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
整
備
方
針
に
基
づ

き
、
現
在
、
八
本
松
駅
南
側
の
地

域
に
お
い
て
、
八
本
松
駅
前
土
地

区
画
整
理
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
元
年

に
都
市
計
画
決
定
を
さ
れ
て
い
な

が
ら
、
い
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。

　

計
画
の
見
直
し
及
び
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

拠
点
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

八
本
松
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

に
着
手
す
る
た
め
、
事
業
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
経
済
情
勢
等
を
勘
案
し
な

が
ら
、
確
実
に
実
施
で
き
る
計
画

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

事
業
計
画
の
策
定
に
は
、
①
地

価
の
下
落
傾
向
が
続
く
中
、「
国

等
か
ら
の
補
助
金
」
と
「
保
留
地

処
分
金
」
が
減
少
す
る
こ
と
、
②

将
来
、
全
国
的
な
人
口
減
少
に
よ

り
、
宅
地
需
要
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、
保
留
地
処
分
に
長
期
間
を
要

す
る
こ
と
、
③
今
後
、
地
方
税
や

地
方
交
付
税
が
減
少
し
、
社
会
保

障
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
本
市

を
取
り
巻
く
財
政
状
況
も
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を

踏
ま
え
、
区
域
縮
小
に
よ
る
計
画

変
更
も
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
最
終
的
な
調
整

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
早
急
に
計
画
を
ま
と

め
、
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
皆

様
の
御
理
解
を
得
な
が
ら
、
都
市

計
画
決
定
の
変
更
等
、
必
要
な
法

的
手
続
を
行
い
な
が
ら
、
事
業
に

着
手
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

八本松駅前
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公明党
加根　佳基

質問した項目
■安心の社会保障の確立について
■�全員参加型社会への移行に向け
ての市の取り組み

■�人材育成都市の実現を目指す教
育の取り組みについて

安
心
の
社
会
保
障
・

�

人
材
育
成
都
市
の
実
現
を
問
う

急
げ
！
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
！

質　
問

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な

る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
医
療
・
介
護
・
予

防
・
住
ま
い
な
ど
の
生
活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
、

「
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
東
広
島
」

を
目
指
し
て
い
る
本
市
の
取
り
組

み
を
問
う
。

き
る
喜
び
を
感
じ
、
生
き
生
き
と

心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
今

後
は
、
医
療
に
お
け
る
地
元
医
師

会
や
介
護
に
お
け
る
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら
に

強
化
し
、
日
常
生
活
圏
域
ご
と
に

高
齢
者
の
個
別
支
援
か
ら
共
通
し

た
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
な
が
ら
、
高
齢
者
が

介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
と
な
っ

て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

本
市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
計
画
、

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連
携
体
制

の
構
築
な
ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
に

係
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

特
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
、
認
知

症
の
高
齢
者
の
増
加
な
ど
、
支
援

を
必
要
と
す
る
家
庭
へ
の
対
応
や
、

元
気
な
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
地

域
社
会
づ
く
り
な
ど
、
と
も
に
生

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質　
問

　

保
育
所
の
受
け
入
れ
児
童
数
を

約
20
万
人
拡
大
す
る
な
ど
、
国
の

待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
の

推
進
に
向
け
た
、
本
市
の
取
り
組

み
を
問
う
。

答　
弁
｜
和
田
福
祉
部
長

　

本
市
の
待
機
児
童
数
は
２
月
現

在
で
234
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
、
私
立
保
育
園
の
誘
致
や
公

立
保
育
所
の
民
営
化
に
よ
り
、
入

所
定
員
の
拡
充
を
図
っ
て
き
た
が
、

宅
地
開
発
に
よ
る
人
口
集
積
や
経

済
不
況
に
伴
う
共
働
き
世
帯
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
き
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。
今
後
は
、
引
き
続
き
私

立
保
育
園
の
誘
致
を
進
め
る
ほ
か
、

待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
の

事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
、
保
育

士
の
確
保
や
処
遇
改
善
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

会派所属議員

竹川　秀明
加根　佳基

小川　宏子

代 表 質 問
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女
性
・
若
者
支
援
に
つ
い
て

質　
問

　

①
女
性
の
社
会
進
出
が
増
え
、

ま
た
男
性
の
育
休
取
得
率
が
低
い

中
、
女
性
も
男
性
も
働
き
や
す
い

環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
本

市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

②
不
本
意
に
非
正
規
雇
用
で
働

く
若
者
に
対
し
て
、
正
規
雇
用
化

や
処
遇
改
善
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
資
格
取
得
な
ど
自
発
的
な
学

び
直
し
を
支
援
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
本
市
の
取
り
組
み
を
問

う
。答　

弁
｜
前
延
生
活
環
境
部
長

　
　
　
　
田
阪
産
業
部
長

　

①
仕
事
を
持
つ
男
女
の
８
割
が

育
児
や
介
護
な
ど
の
休
業
制
度
の

利
用
を
望
ん
で
い
る
も
の
の
、
職

場
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
い
っ

た
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
が
掲
げ

る
「
子
ど
も
を
育
て
る
な
ら
東
広

島
」
の
も
と
、
関
係
機
関
や
市
内

企
業
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

　

②
若
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
非

正
規
雇
用
労
働
者
へ
の
支
援
な
ど
、

引
き
続
き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
広
島

西
条
、
市
内
商
工
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、「
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
助
成
金
」
な
ど
の
支
援
策

の
周
知
に
努
め
、
若
者
の
就
労
を

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質　
問

　

命
の
教
育
の
一
層
の
強
化
と
し

て
、
児
童
生
徒
の
か
け
が
え
の
な

い
命
を
守
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
問
う
。

答　
弁
｜
木
村
教
育
長

　

11
月
の
第
１
土
曜
日
を
「
ひ
が

し
ひ
ろ
し
ま
教
育
の
日
」
に
制
定

し
、
市
内
の
全
小
中
学
校
一
斉
に
、

命
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
学
習

や
全
校
集
会
を
実
施
し
た
。
保
護

者
や
地
域
の
方
に
も
高
評
価
を
得

て
お
り
、
今
後
も
、
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
プ
ラ
ン
の
確
実
な
実
施
に
よ

り
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
、
児
童
生
徒
一
人
一
人

の
「
か
け
が
え
の
な
い
命
」
を
守

り
輝
か
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を

精
力
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
教
育
に
つ
い
て

質　
問

　

教
育
振
興
基
本
計
画
に
は
、
障

害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
、
障
害
の

な
い
児
童
生
徒
と
と
も
に
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
、
教
育

内
容
・
教
育
方
法
の
改
善
・
充
実

を
図
る
と
あ
る
。
障
害
者
差
別
解

消
法
制
定
を
受
け
た
本
市
の
取
り

組
み
を
問
う
。

答　
弁
｜
木
村
教
育
長

　

学
校
で
の
実
践
例
と
し
て
は
、

直
接
体
験
を
取
り
入
れ
た
学
習
を

展
開
し
て
お
り
、
点
字
の
作
成
、

ア
イ
マ
ス
ク
・
車
椅
子
等
の
疑
似

体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
校
区
内
に
お
け
る
バ
リ
ア
を
探

そ
う
」
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
体
験
活
動
を

自
分
の
生
活
と
結
び
つ
け
て
考
え

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
も
、

福
祉
を
実
践
す
る
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
し
て
、
福
祉
教
育
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

アイマスクの疑似体験
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市民クラブ
西本　博之

質問した項目
■「東広島市のまちづくり」

東
広
島
市
の
ま
ち
づ
く
り

本
市
の
め
ざ
す
姿

質　
問

　

日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
と
は
豊

か
な
自
然
環
境
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

な
の
か
、
文
化
芸
術
が
あ
ふ
れ
、

教
育
環
境
の
整
っ
た
ま
ち
な
の
か
、

福
祉
・
防
犯
な
ど
安
全
・
安
心
の

充
実
し
た
ま
ち
な
の
か
、
あ
る
い

は
成
長
ラ
ン
キ
ン
グ
が
上
位
で
あ

る
こ
と
な
の
か
。
私
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
東
広
島
市
の
目
指
す
姿
は
、

全
て
の
人
々
が
、
日
々
楽
し
く
、

日
々
充
実
し
、
生
き
生
き
と
元
気

に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
で

あ
る
。
本
市
の
め
ざ
す
姿
は
ど
の

よ
う
な
姿
か
問
う
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

社
会
経
済
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
本

市
成
長
の
礎
と
な
っ
た
大
学
・
研

究
機
関
、
産
業
へ
の
原
点
の
回
帰

を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
強
み

で
も
あ
る
教
育
、
豊
か
な
地
域
資

源
を
活
用
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
な
ど
、
新
産
業
創
出
が
見
込

ま
れ
る
環
境
分
野
と
合
わ
せ
、
産

業
・
学
術
・
環
境
が
集
積
し
、
創

造
性
と
可
能
性
に
満
ち
た
ま
ち
を
、

官
民
が
連
携
を
し
な
が
ら
、
市
民

と
と
も
に
協
働
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
満
足
度
が
総
合
的
に
高

い
ま
ち
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と

が
「
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
」
に

着
実
に
近
づ
い
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
①
成
長

す
る
都
市
、
②
生
活
充
実
都
市
、

③
人
材
育
成
都
市
、
④
環
境
先
進

都
市
の
４
つ
の
視
点
を
中
心
に
、

目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
姿
が

描
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

雇
用
の
安
定
と

財
政
基
盤
の
強
化

質　
問

　

日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
す
本
市
に
お
い
て
、
重
要

な
取
組
で
あ
る
財
政
基
盤
の
強
化

に
つ
い
て
、
考
え
と
施
策
を
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
今

後
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
厳
し
さ
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
第
５

次
行
政
改
革
大
綱
に
お
い
て
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
を
確
立
す
る

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
成
果
の
向
上
と
財
政
収

支
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
を
両
立
す
る

こ
と
を
目
指
し
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

　

第
５
次
行
政
改
革
実
施
計
画
の

目
標
と
し
て
掲
げ
た
経
常
収
支
比

率
の
改
善
は
、
単
に
数
値
目
標
に

と
ど
ま
ら
ず
、
経
常
的
な
支
出
を第５次行政改革大綱

会派所属議員

石原　賢治
西本　博之

赤木　達男

代 表 質 問
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極
力
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
成
長
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の

財
源
を
生
み
出
し
、
雇
用
を
創
出

す
る
新
た
な
環
境
づ
く
り
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市

税
の
増
収
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。

　

今
後
と
も
、
財
政
基
盤
の
強
化

の
重
要
性
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

本
市
が
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

高
齢
化
社
会
で
は
福
祉
の

充
実
が
喫
緊
の
課
題

質　
問

　

高
齢
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、

福
祉
の
充
実
は
重
要
な
取
組
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
現
状
と
本
市
の
施

策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
和
田
福
祉
部
長

　

昨
年
12
月
末
現
在
で
、
高
齢
者

約
３
万
９
千
人
の
う
ち
、
約
７
千

人
が
要
介
護
認
定
を
受
け
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。

生
活
実
態
に
つ
い
て
は
、
昨
年
実

施
さ
れ
た
「
地
域
生
活
ニ
ー
ズ
調

査
」
に
よ
る
と
、
回
答
数
の
半
分

が
、
世
帯
構
成
が
ひ
と
り
暮
ら
し

ま
た
は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
っ

て
お
り
、
介
護
状
況
で
は
、
約
３

割
が
家
族
等
の
介
護
者
が
い
な
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
介

護
を
行
う
家
族
が
感
じ
て
い
る
負

担
は
、
約
６
割
が
自
身
の
健
康
上

の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
介
護
を
さ

れ
て
お
り
、
介
護
者
が
高
齢
者
と

い
っ
た
、い
わ
ゆ
る
「
老
々
介
護
」

の
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
世
帯
も

約
半
数
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

要
介
護
者
が
在
宅
生
活
を
安
心
し

て
継
続
す
る
た
め
に
は
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
並
び
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

に
加
え
、
在
宅
介
護
者
に
対
す
る

支
援
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
要
介

護
者
と
介
護
者
の
両
者
に
対
し
て

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
支
援
体
制
づ

く
り
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

市
内
全
体

最
適
な
ま
ち
づ
く
り

質　
問

　

中
央
と
そ
の
周
辺
地
域
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
が

あ
る
が
、
双
方
の
ま
ち
づ
く
り
連

携
を
考
え
つ
つ
、
全
体
最
適
な
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
考
え
を
問
う
。

答　
弁
｜
城
信
副
市
長

　

人
口
が
集
中
す
る
中
心
市
街
地

と
過
疎
化
が
進
む
周
辺
部
と
の
バ

ラ
ン
ス
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
都

市
拠
点
と
各
地
域
拠
点
で
の
都
市

機
能
、
生
活
機
能
、
定
住
機
能
を

充
実
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
間

や
市
外
と
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、

田
園
部
や
山
間
部
の
自
然
環
境
や

景
観
資
源
を
保
全
・
活
用
し
つ
つ
、

各
拠
点
が
相
互
に
補
完
・
連
携
し

合
う
拠
点
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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五月会
坂本　一彦

質問した項目
■新年度予算について
■新年度まちづくり基本姿勢について
■教育振興基本計画について
■農業政策について
■国民健康保険事業政策について

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

新
年
度
予
算
編
成
の

考
え
方
に
つ
い
て

質　
問

　

財
政
指
標
を
基
準
と
し
て
、
地

方
債
残
高
や
基
金
残
高
な
ど
の
現

状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
将
来
に
わ

た
り
ど
の
よ
う
な
財
政
運
営
を
目

指
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
弁
｜
藏
田
市
長

　

新
市
建
設
計
画
が
延
長
と
な
っ

た
場
合
、
有
利
な
財
源
で
あ
る
合

併
特
例
債
が
引
き
続
き
活
用
で
き

る
こ
と
か
ら
、
財
源
の
選
択
肢
が

増
え
財
政
運
営
に
有
利
に
働
く
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

　

し
か
し
平
成
27
年
度
か
ら
普
通

交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
の
段
階

的
縮
減
が
始
ま
り
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
扶
助
費
増
大
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
、
基
金
を
取
り
崩
し
な
が

ら
の
財
政
運
営
が
続
く
こ
と
で
将

来
的
に
は
財
政
の
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
行
政
改
革
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

新
年
度
ま
ち
づ
く
り

基
本
姿
勢
に
つ
い
て

質　
問

　

行
政
改
革
に
よ
っ
て
具
体
的
に

ど
う
い
う
目
標
を
設
定
し
、
ど
の

よ
う
に
市
民
の
期
待
に
応
え
て
い

く
の
か
。

答　
弁
｜
松
尾
総
務
部
長

　

第
５
次
行
政
改
革
に
よ
る
具
体

的
な
目
標
等
は
、
平
成
29
年
度
に

お
い
て
、
経
常
収
支
比
率
の
改
善

と
公
債
費
の
抑
制
を
目
標
と
し
て

い
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
の
主

な
も
の
は
、
経
常
経
費
の
削
減
に

つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
の
圧
縮

に
向
け
全
庁
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
公
共
施
設
の
適
正
配
置
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
の
適
正
配

置
に
係
る
基
本
方
針
案
に
対
し
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
お

り
、
市
民
の
幅
広
い
理
解
を
得
た

う
え
で
施
設
の
総
面
積
の
縮
減
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
振
興
基
本
計
画

に
つ
い
て

質　
問

　

第
３
次
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン

は
今
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
る
。

来
年
度
以
降
ど
の
よ
う
な
方
針
で

教
育
を
推
進
し
よ
う
と
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答　
弁
｜
木
村
教
育
長

　

平
成
26
年
度
か
ら
５
年
間
の
プ

ラ
ン
と
し
て
、
第
４
次
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る

安芸津生涯学習センター

会派所属議員

坂本　一彦
平岡　　毅

下村　昭治

代 表 質 問
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と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、

東
広
島
教
育
に
自
信
と
誇
り
を
持

ち
よ
き
伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
、

地
域
を
愛
し
地
域
を
支
え
地
域
に

貢
献
す
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
こ

と
、
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く

さ
ら
に
高
み
を
目
指
す
た
め
に
自

主
的
・
主
体
的
な
取
り
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
の
３
つ
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、「
日
本
一
の
教
育
都
市
東

広
島
の
実
現
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
夢
と
志
を
持
ち
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
を
生
き
る
子
ど
も
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

質　
問

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
な
ど
の
課
題
に
対

す
る
、本
市
の
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
田
阪
産
業
部
長

　

農
業
は
、
地
域
に
よ
り
経
営
環

境
が
大
き
く
異
な
り
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
農
業
政
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
本
市
の
農
家
数

は
、
平
成
12
年
度
約
７
，
３
０
０

戸
か
ら
平
成
22
年
度
約
５
，
１
０

０
戸
に
減
少
し
、
農
業
従
事
者
の

平
均
年
齢
は
、
基
幹
的
農
業
従
事

者
の
４
分
の
３
が
65
歳
以
上
と

な
っ
て
お
り
、
後
継
者
不
足
や
高

齢
化
の
進
展
が
よ
り
深
刻
な
状
況

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
実
態
を
踏
ま
え
、
平
成
21
年

度
に
第
２
次
東
広
島
市
農
業
振
興

基
本
計
画
を
策
定
し
、
ま
た
平
成

23
年
度
に
は
県
や
Ｊ
Ａ
と
の
連
携

の
も
と
で
東
広
島
市
農
業
振
興
戦

略
会
議
を
設
置
し
、
農
業
の
担
い

手
育
成
と
野
菜
産
地
の
拡
大
に
向

け
て
、
３
年
間
の
具
体
的
な
行
動

計
画
と
な
る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
策
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
計

画
に
基
づ
き
、
小
規
模
零
細
な
稲

作
中
心
の
個
別
経
営
体
か
ら
の
転

換
を
図
り
、
担
い
手
が
中
心
と

な
っ
た
力
強
い
農
業
構
造
の
確
立

に
向
け
て
、
農
業
集
落
法
人
の
育

成
を
中
心
に
施
策
の
展
開
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

政
策
に
つ
い
て

質　
問

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
や
医
療
の

高
度
化
等
に
よ
り
、
年
々
医
療
費

が
増
加
し
、
医
療
保
険
制
度
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
本
市
の
国
保

財
政
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
｜
和
田
福
祉
部
長

　

国
民
健
康
保
険
の
重
要
な
財
源

で
あ
る
保
険
税
の
収
納
状
況
に
つ

い
て
は
、
１
月
末
現
在
の
収
納
率

は
、
前
年
度
の
同
時
期
に
比
べ
て

１
％
近
く
上
昇
を
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
被
保
険
者
の
所
得

の
減
少
等
に
よ
り
、
収
納
額
は
前

年
度
よ
り
約
４
，
０
０
０
万
円
減

少
し
、
約
36
億
円
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

平
成
26
年
度
の
税
率
改
定
に
つ
い

て
は
、
こ
の
４
月
か
ら
消
費
税
が

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、

被
保
険
者
に
と
っ
て
二
重
に
負
担

が
増
す
こ
と
、
ま
た
本
市
の
１
人

当
た
り
の
保
険
税
が
、
県
内
市
町

の
中
で
５
番
目
に
高
い
状
況
に
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
税
率
を
据
え

置
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

学校教育レベルアッププラン

耕作放棄地
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＊3　�［用語解説］救急当直医確保支援事業補助金　救急診療
を行う医師を確保するために非常勤医師を雇用する病
院に対し補助を行っている（５万円／１当番日）。

谷　晴美
（日本共産党）

質問した項目
■食育と給食について
■�志和堀保育所の運営と待機児童
対策について

■介護施設の待機者対策について
■医師、介護士、看護師の確保について

一 般 質 問
福
祉
、
教
育
、
医
療
に

　
予
算
を
回
し
、
負
担
軽
減
を

食
育
は
効
率
優
先
よ
り

自
所
、
自
校
方
式
で

質　
問

　

①
保
育
所
の
給
食
セ
ン
タ
ー
・

自
所
方
式
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
。

②
公
立
保
育
所
の
給
食
自
所
方
式

で
食
育
・
児
童
福
祉
を
実
践
し
て

ほ
し
い
。
③
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
民
営
化
（
西
条
、
安
芸
津
）
の

検
証
は
。
④
北
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
直
営
で
運
営
を
。

答　
弁
｜
和
田
福
祉
部
長

　
　
　
　
増
田
学
校
教
育
部
長

　

①
公
立
保
育
所
28
施
設
の
う
ち

９
カ
所
が
外
部
搬
入
方
式
で
給
食

を
提
供
し
て
い
る
。
②
保
育
所
で

は
、
給
食
参
観
な
ど
を
通
じ
て
保

護
者
も
対
象
と
し
て
食
育
を
推
進

し
て
い
る
。
③
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

か
ら
委
託
前
と
同
様
の
給
食
が
提

供
さ
れ
て
い
る
と
把
握
し
て
い
る
。

経
費
は
削
減
さ
れ
た
。
④
調
理
業

務
の
民
間
委
託
を
進
め
た
い
。

待
機
児
童
対
策
は
公
立
を

残
し
、
乳
児
受
け
入
れ
を

質　
問

　

①
公
立
志
和
堀
保
育
所
を
こ
の

ま
ま
運
営
し
、
町
内
に
１
つ
は
公

立
保
育
所
を
残
す
べ
き
、
②
消
防

署
跡
地
に
認
可
保
育
所
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
し
、
待
機

児
童
の
解
消
を
す
べ
き
だ
が
、
見

解
を
問
う
。

答　
弁
｜
槇
原
副
市
長

　

①
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

保
育
ニ
ー
ズ
と
保
育
所
定
員
の
バ

ラ
ン
ス
、
入
所
状
況
か
ら
検
討
し

た
い
。

　

②
私
立
保
育
園
の
誘
致
な
ど
に

よ
り
平
成
27
年
４
月
ま
で
に
265
人

の
定
員
増
を
予
定
し
て
い
る
。

増
大
す
る
介
護
待
機
者
に

施
設
の
増
設
計
画
を

質　
問

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
の
た
め
に
、
次
回
の
施
設
計
画

に
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
医

師
、
介
護
士
、
看
護
師
不
足
の
た

め
に
国
・
県
へ
の
要
望
と
あ
わ
せ

て
市
の
独
自
施
策
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答　
弁
｜
和
田
福
祉
部
長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
市
全
体
の
要
介
護
者
や
介

護
者
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
施
設

整
備
方
針
を
検
討
し
た
い
。

　

初
期
臨
床
研
修
奨
励
金
制
度
及

び
＊3

救
急
当
直
医
確
保
支
援
事
業

の
創
設
、看
護
師
の
た
め
の
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。介

護
士
に
つ
い
て
は
離
職
率
の
高
さ

を
踏
ま
え
、国
県
市
で
分
担
し
、人

材
の
新
規
参
入
や
定
着
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

志和堀保育所
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平成26年第１回定例会　議案の概要

第1回定例会

議決した案件
●条例案…15件　●予算案…33件　●承認案…２件　●同意案…29件　●議員提出議案…２件

●諮問…２件　　●請願…２件　●その他…16件　●議長発議…１件
（●全会一致可決…86件　●賛成多数可決…13件　●否決…３件）

Pick Up

新
年
度
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

一
般
会
計　
７
０
８
億
２
，
６
０
０
万
円
（
前
年
度
比
1.3
％
減
）

予
算
編
成
の
主
な
内
容

　

次
の
６
つ
の
重
点
項
目
に
つ
い
て

喫
緊
の
課
題
と
位
置
付
け
、
予
算
の

重
点
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①
医
療
体
制
の
強
化

②
子
育
て
環
境
の
充
実

③
企
業
誘
致
と
新
産
業
の
創
出

④
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
上

⑤
中
心
市
街
地
の
拠
点
機
能
の
強
化

⑥
地
域
情
報
化
の
推
進

議
会
か
ら
の
主
な
意
見

○
昨
今
の
入
札
不
落
や
応
札
者
な
し

と
い
っ
た
事
案
の
増
加
に
対
し
て
、

対
応
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
教
育
交
流
事
業
に
お
い
て
、
昨
今

の
国
際
情
勢
を
鑑
み
な
が
ら
対
応
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

○
公
立
保
育
所
民
営
化
事
業
に
お
い

て
、
公
立
・
私
立
保
育
所
の
役
割
や

保
育
現
場
の
現
状
を
認
識
し
、
設
置

比
率
の
目
標
を
掲
げ
た
う
え
で
、
民

営
化
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

○
小
学
校
新
設
事
業
に
お
い
て
、候

補
地
を
変
更
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

旧
候
補
地
の
住
民
へ
丁
寧
な
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

未来にはばたく国際学術研究都市～とも
に育み、人が輝くまち～を将来都市像と
して策定した、「第四次東広島市総合計画」
の５つの柱に沿って、各種主要事業に取
り組まれます。

自立のまちづくり

活力づくり

快適づくり

安心づくり

人づくり

0 400,000

108,273

230,204

1,001,389

(単位 :万円)

266,516

164,379

800,000 1,200,000

一般会計歳入

一般会計歳出

市税
2,738,949

国・県支出金
1,410,075

地方交付税
1,140,000

市債
740,670

使用料等
288,609

繰入金
170,802

その他
593,495

民生費
2,268,949

土木費
992,274

公債費
845,702

総務費
836,736

教育費
693,126

衛生費
523,163

教育費
340,649

商工費
220,410

農林水産費
220,896

その他
140,695

（単位：万円）

（単位：万円）
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Select.2
〈
同
意
案
第
87
号
〉

名
誉
市
民
の
選
定
を
同
意

　

東
広
島
市
名
誉
市
民
に
元
関
脇
の
安
芸
乃
島
（
山
中
勝
巳
）
氏
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
同
氏
は
、
大
相
撲
と
い
う
厳
し
い
世
界
に
お
い
て
、
人
一
倍
の
精
進
と
努

力
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
小
柄
な
が
ら
も
優
秀
な
成
績
を
修
め
ら
れ
た
同
氏
の

活
躍
は
、
多
く
の
人
々
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

Select.1
〈
議
員
提
出
議
案
第
２
号
〉

市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
削
減

　

東
広
島
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
議
員
の
定

数
を
現
在
の
32
人
か
ら
２
人
減
ら
し
、
30
人
と
す
る
こ
と
を
賛
成
多
数
に
よ
り
可

決
し
ま
し
た
。
議
員
の
定
数
を
４
人
減
ら
し
28
人
と
す
る
修
正
案
も
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
ち
ら
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
次
の
一
般
選
挙
（
平

成
27
年
４
月
予
定
）
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

平成26年第１回定例会　議案の概要

○
原
案
提
出
者
の
補
足
説
明

　

定
数
に
関
す
る
集
中
議
論
は
１
年

間
に
亘
り
、
有
識
者
を
招
い
て
の
研

修
会
、「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

な
ど
議
員
及
び
市
民
意
識
の
把
握
に

努
め
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
き
た
。

議
員
の
定
数
は
、
誰
も
が
有
す
る
被

選
挙
権
・
選
挙
権
の
行
使
に
か
か
わ

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
議
会
改
革
・
活
性
化
特
別
委

員
会
で
賛
成
多
数
で
定
数
を
30
人
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

●
修
正
案
提
出
者
の
補
足
説
明

　

議
員
定
数
の
大
幅
な
削
減
が
必
要

◎
主
な
経
歴
・
功
績

昭
和
42
年　
　
　

生
ま
れ

昭
和
57
年　
　
　

藤
島
部
屋
入
門

昭
和
57
年
３
月　

初
土
俵

昭
和
62
年
９
月　

十
両
昇
進

昭
和
63
年
３
月　

入
幕

昭
和
63
年
９
月　

初
金
星

平
成
15
年　
　
　

引
退

平
成
15
年　
　
　

高
田
川
親
方

●
最
高
位　
　

東
関
脇

●
三
賞
受
賞　

19
回

●
金
星
獲
得　

16
個
（
歴
代
１
位
）

●
生
涯
戦
績　

822
勝
756
敗
78
休

●
幕
内
戦
績　

647
勝
640
敗
78
休

平成２年３月、前日、北勝
海に勝った安芸ノ島（写真
右）が、連続で金星を得る
ことになった千代の富士戦
で、上手投げが決まった瞬
間。
（※高田川部屋HPより）

で
あ
る
。
議
員
は
、
少
数
精
鋭
で
頑

張
っ
て
欲
し
い
な
ど
の
市
民
の
意
見

を
踏
ま
え
れ
ば
、
議
会
改
革
・
活
性

化
特
別
委
員
会
の
決
定
に
は
市
民
の

声
が
届
い
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

議
員
一
人
一
人
の
頑
張
り
で
、
対
処

し
て
い
く
強
い
力
と
勇
気
が
必
要
だ
。

各
議
員
は
、
住
民
自
治
協
議
会
と
連

携
を
密
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
市

政
全
般
の
議
会
活
動
が
で
き
る
と
思

う
の
で
、
定
数
を
28
人
と
す
る
。

議員
定数

賛成
者数

30名 17人

28名 11人

32名
（現状維持） １人

※�議員の定数削減に係
る賛否状況
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Select.4

平成26年第１回定例会　議案の概要

◎
和
解
の
主
な
内
容

①
控
訴
人
（
東
広
島
ホ
テ
ル
開
発
、

東
急
建
設
）
及
び
東
広
島
市
は
、
本

件
土
地
上
に
存
す
る
本
件
工
作
物
に

つ
き
、
東
広
島
市
が
所
有
権
を
有
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

②
控
訴
人
ら
が
本
件
工
作
物
の
収
去

義
務
を
負
担
し
な
い
こ
と
を
相
互
に

確
認
す
る
。

③
東
急
建
設
は
、
市
に
対
し
て
、
駐
車

場
化
工
事
概
要
書
記
載
の
工
事
を
施
工

し
、
本
件
土
地
を
駐
車
場
及
び
駐
輪
場

に
整
備
し
て
明
け
渡
す
も
の
と
す
る
。

他
９
項
目

ホテルを建設する予
定だったが、リーマン
ショックによる景気の
悪化により、建設工事
が中断していた。

東広島芸術文化ホール
の完成予想図（外観）

◎
施
設
の
概
要

①
文
化
ホ
ー
ル

②
新
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

③
新
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ�　
完
成
ま
で
ま
だ
期
間
が
あ
る
が
、

こ
の
時
期
に
条
例
を
制
定
す
る
意

味
は
。

Ａ�　
平
成
28
年
春
ご
ろ
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
供
用
開
始

時
点
で
の
指
定
管
理
者
を
事
前
に

公
募
す
る
た
め
に
、
こ
の
時
期
に

条
例
を
制
定
し
ま
す
。

Select.3
〈
議
案
第
90
号
〉

ホ
テ
ル
用
地
訴
訟
事
件
の
和
解

　

市
役
所
西
側
に
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
景
気
の
悪
化
に
よ
り

工
事
が
中
断
し
、
訴
訟
問
題
に
発
展
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
裁
判
所
か
ら
の
職

権
に
よ
る
和
解
勧
告
や
、
早
期
に
訴
訟
の
解
決
を
図
る
こ
と
等
を
勘
案
し
、
和
解

に
応
じ
ま
し
た
。
和
解
後
は
、
既
存
の
柱
（
工
作
物
）
の
一
部
は
残
し
た
か
た
ち
で
、

駐
車
場
・
駐
輪
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

〈
議
案
第
41
号
〉

東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

　

東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
（
市
民
ホ
ー
ル
）
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。
芸
術
と
文
化
活
動
の
振
興
、
市
民
交
流
の
活
性
化
、
生
涯
学

習
を
す
す
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
を
設
置
す
る
た
め
の
条

例
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
こ
の
条
例
で
は
、
ホ
ー
ル
の
設
置
、
管
理
、
使
用
方
法
、

使
用
料
金
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
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Select.6

平成26年第１回定例会　議案の概要

東広島市地域福祉計画
（第２次）

Select.5
〈
議
案
第
91
・
92
・
93
号
〉

地
域
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に

住
民
自
治
協
議
会
を
指
定

　

志
和
堀
地
域
セ
ン
タ
ー
、
入
野
地
域
セ
ン
タ
ー
、
木
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
自
治
協
議
会

が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

〈
議
案
第
33
号
〉

地
域
福
祉
計
画（
第
２
次
）の
策
定

　

全
て
の
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
構

築
す
る
た
め
、
東
広
島
市
地
域
福
祉
計
画
（
第
２
次
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

（
※
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
計
画
は
議
決
事
件
に
な
り
ま
し
た
。）

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ�　
指
定
管
理
の
範
囲
は
、
貸
館
業

務
だ
け
な
の
か
、
他
の
業
務
も
あ

る
の
か
。

Ａ�　

従
来
地
域
セ
ン
タ
ー
で
や
っ
て

き
た
貸
館
業
務
、
生
涯
学
習
の
推
進

に
加
え
、
建
物
の
維
持
管
理
業
務
を

含
め
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
料
に
は
、

地
域
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
及
び

事
務
職
員
の
人
件
費
、
役
務
費
な
ど

の
事
務
費
、
維
持
管
理
し
て
い
く
う

え
で
の
小
修
繕
費
を
含
ん
で
い
ま
す

が
、
消
防
設
備
や
浄
化
槽
の
維
持
管

理
費
は
ま
と
め
た
方
が
安
価
な
た
め
、

そ
こ
は
市
が
直
接
行
い
ま
す
。

施設名称 指定管理者

志和堀地域センター 志和堀小学校区住民自治協議会

入野地域センター 入野自治組織「 篁
たかむら

の郷」

木谷地域センター 木谷自治協議会

◎
計
画
の
概
要

①�

計
画
期
間　

平
成
26
年
度
か
ら
平

成
30
年
度
ま
で

②�

基
本
理
念「
市
の
福
祉
全
般
に
お
け

る
総
合
的
な
計
画
で
あ
る
こ
と
を
基

本
と
し
、市
民
生
活
に
お
け
る
あ
ら

ゆ
る
課
題
に
つ
い
て
、福
祉
の
４
つ

の
助
け（
自
助・
互
助・
共
助・
公
助
）

を
踏
ま
え
、『
地
域
で
つ
む
ぐ
絆
と
支

え
合
い
』を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
、

地
域
住
民
が
日
常
の
課
題
を
解
決
す

る
力（
地
域
の
福
祉
力
）を
高
め
る
と

と
も
に
、助
け
合
い
、支
え
合
っ
て
地

域
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
実
感
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」
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平成26年第１回定例会　議案の審査経過

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号

 　
（
議
員
定
数
30
人
賛
成
）

賛
成

�

宮
川
誠
子
議
員

慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
中
で
、
長
き

に
わ
た
る
議
会
改
革
・
活
性
化
特
別

委
員
会
で
ま
と
ま
っ
た
30
人
と
い
う

意
見
を
尊
重
し
、
賛
成
す
る
。

　

議
員
の
定
数
を
単
に
削
減
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
議
員
の
役
割
で
あ
る

市
民
の
多
様
な
意
見
を
市
政
に
反
映

す
る
力
を
そ
ぐ
こ
と
に
な
り
、
本
来
、

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号・修
正
案

 　
（
議
員
定
数
削
減
反
対
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

議
員
定
数
の
削
減
は
、
議
会
に
市

民
の
多
様
な
意
見
が
ま
す
ま
す
反
映

さ
れ
に
く
く
な
り
、
市
政
の
チ
ェ
ッ

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号▶ 議
員
提
出
議
案

第
２
号
修
正
案

議
員
提
出

議
案
第
２
号

議
案
第
53
号

議
案
第
34
号

議
員
提
出

議
案
第
１
号

請
願
第
１
号

請
願
第
２
号

議
案
第
63
号

議
案
第
65
号

議
案
第
71
号

議
案
第
72
号

議
案
第
73
号

議
案
第
74
号

議
案
第
85
号

議
案
第
94
号

議
案
第
95
号

議
案
第
96
号会　派　名 議　員　名

合 志 会

乗越　耕司 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新開　邦彦 ○ × ○ ○ × × × 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

家森　建昭 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田　隆興 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新 風 ２ １

宮川　誠子 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺尾　孝治 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

上田　　廣 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中曽　義孝 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉井　弘文 × ○ 欠 欠 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

威 信 会

麻生　　豊 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 × ○ ○ ○ 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大江　弘康 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山下　　守 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

渡邉　國彦 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

西本　博之 × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 × ○ ○ ○ 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小川　宏子 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

五 月 会

平岡　　毅 ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坂本　一彦 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下村　昭治 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東広島いろは会
重光　秋治 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

早志　美男 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 欠

日本共産党 谷　　晴美 × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × ×

市民フォーラム 鈴木　利宏 × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

本
会
議
の
討
論
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ク
機
能
を
弱
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
と
考
え
、
議
員
定
数
の
削
減
に
反

対
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号
修
正
案

　

 （
議
員
定
数
28
人
賛
成
）

賛
成

�
家
森
建
昭
議
員

　

市
民
の
声
に
近
づ
く
た
め
に
、
議

員
み
ず
か
ら
が
痛
み
を
受
け
入
れ
、

市
制
施
行
40
周
年
、
合
併
10
周
年
を

機
に
、
よ
り
痛
み
を
伴
う
28
人
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号
修
正
案

　

 （
議
員
定
数
28
人
賛
成
）

賛
成

�

乗
越
耕
司
議
員

　

市
民
か
ら
も
っ
と
活
発
な
議
員
活

動
を
す
べ
き
と
の
意
見
を
多
数
も

ら
っ
て
い
る
。
定
数
を
28
人
に
し
て

も
、
議
員
が
確
実
に
改
革
を
実
施
す

れ
ば
、
今
以
上
に
市
民
の
声
を
市
政

に
反
映
で
き
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号
修
正
案

 　
（
議
員
定
数
28
人
賛
成
）

賛
成

�

下
村
昭
治
議
員

れ
ら
に
対
す
る
反
省
や
教
訓
が
な
い

ま
ま
、
学
校
長
の
裁
量
を
強
化
す
る

と
、
自
浄
能
力
が
機
能
し
な
い
と
考

え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
34
号

　

 （
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

自
主
性
を
持
っ
て
物
事
を
解
決
し

て
い
く
よ
う
な
人
材
こ
そ
が
必
要
で

あ
る
。
教
育
基
本
法
で
は
な
く
、
日

本
国
憲
法
を
手
本
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
１
号

 　
（
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
）

賛
成

�

谷　
晴
美
議
員

　

解
雇
金
銭
解
決
に
よ
り
、
市
経
済

も
後
退
す
る
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
１
号

 　
（
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
）

反
対

�

加
根
佳
基
議
員

　

現
時
点
で
、
政
府
も
解
雇
金
銭
解

決
制
度
導
入
の
議
論
を
先
送
り
し
て

お
り
、
意
見
書
提
出
は
時
期
尚
早
で

あ
る
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

　

議
員
が
身
を
削
る
思
い
で
取
り
組

む
時
期
に
来
て
い
る
。
合
併
後
10
年

を
機
に
、
厳
し
い
姿
勢
を
示
す
べ
き

と
考
え
、
28
人
に
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
53
号

　

 （
平
成
25
年
度
補
正
予
算
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

市
民
ホ
ー
ル
建
設
時
に
発
覚
し
た

地
下
埋
蔵
物
に
係
る
３
億
円
余
り
の

費
用
は
本
来
、
前
の
所
有
者
が
負
担

す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
53
号

　

 （
平
成
25
年
度
補
正
予
算
）

賛
成

�
宮
川
誠
子
議
員

　

市
民
ホ
ー
ル
の
地
下
埋
蔵
物
に
係

る
費
用
を
前
の
所
有
者
が
負
担
し
た

と
し
て
も
、
そ
の
負
担
分
を
含
め
て

土
地
を
買
い
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
34
号

　

 （
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
）

反
対

�

赤
木
達
男
議
員

　

指
導
的
立
場
に
あ
る
学
校
長
に
よ

る
不
祥
事
が
増
え
て
い
る
今
日
、
そ

●
請
願
第
１
号

 　
（
平
和
・
非
核
都
市
宣
言
）

賛
成

�

谷　
晴
美
議
員

　

原
発
依
存
か
ら
脱
却
し
、
太
陽
光

や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
転
換
し
、
安
心
安
全
な
社
会
を
後

世
に
引
き
渡
す
責
任
が
あ
る
と
考
え
、

賛
成
す
る
。

●�

請
願
第
２
号 

（
高
美
が
丘
中

２
男
子
生
徒
自
殺
原
因
調
査
）

賛
成

�

赤
木
達
男
議
員

　

調
査
委
員
会
に
お
け
る
自
殺
25
日

前
か
ら
の
調
査
だ
け
で
は
、
自
殺
を

選
ば
ざ
る
を
得
な
い
心
理
状
態
に

陥
っ
た
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
う
。
再
び
不
幸
な

事
態
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

再
調
査
の
道
を
閉
ざ
す
べ
き
で
な
い

と
考
え
、
賛
成
す
る
。
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● 
請
願
第
２
号 

（
高
美
が
丘
中

２
男
子
生
徒
自
殺
原
因
調
査
）

反
対

�
小
川
宏
子
議
員

　
再
調
査
と
い
う
よ
り
は
、二
度
と
起
こ

さ
な
い
と
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、反
対
す
る
。

● 

請
願
第
２
号 

（
高
美
が
丘
中

２
男
子
生
徒
自
殺
原
因
調
査
）

賛
成

�

谷　
晴
美
議
員

　

ご
遺
族
の
強
い
思
い
に
応
え
、
今

後
の
東
広
島
の
教
育
に
生
か
す
た
め

に
も
、
賛
成
す
る
。

● 

請
願
第
２
号 

（
高
美
が
丘
中

２
男
子
生
徒
自
殺
原
因
調
査
）

反
対

�

宮
川
誠
子
議
員

　

実
現
可
能
性
が
低
い
市
長
部
局
へ

の
調
査
機
関
設
置
の
請
願
を
採
択
す

る
こ
と
は
、
議
会
と
し
て
無
責
任
で

あ
る
。
教
育
現
場
の
改
善
に
向
け
、

議
会
と
し
て
専
門
性
を
持
っ
た
役
割

を
発
揮
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
63
号
ほ
か
₇
議
案

　

 （
平
成
26
年
度
予
算
関
係
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

寺
家
地
区
産
業
団
地
造
成
は
財
政

に
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。
ま

た
、
上
下
水
道
料
、
医
療
費
、
介
護

保
険
料
な
ど
の
負
担
増
は
福
祉
の
増

進
に
な
ら
な
い
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
63
号

　

 （
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
）

賛
成

�
高
橋
典
弘
議
員

　

環
境
未
来
都
市
の
具
現
化
に
向
け

た
環
境
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
、
ま
た
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
い
に
評

価
し
、
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
94
号
ほ
か
２
議
案

 　
（
市
民
ホ
ー
ル
請
負
契
約
変
更
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

地
下
埋
蔵
物
撤
去
費
は
前
所
有
者

が
負
担
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

本
会
議
の
討
論

総
務
委
員
会

●
議
案
第
₅₃
号

　
（
平
成
₂₅
年
度
補
正
予
算
）

　
　
　
　

歳
入
に
お
い
て
、
消
費
税

増
税
に
よ
る
景
気
の
減
速
に

対
す
る
交
付
金
が
入
っ
た
が
、
こ
れ

を
有
効
に
生
か
し
、
事
業
費
と
し
て

使
う
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

国
の
景
気
対
策
を
活
用
し

て
い
く
姿
勢
で
あ
る
。
交
付

金
の
性
格
を
読
み
取
り
、
早
期
の
執

行
に
努
め
る
。

●
同
意
案
第
₈₇
号

　
（
名
誉
市
民
選
定
同
意
）

　
　
　
　

名
誉
市
民
選
考
審
議
会
の

メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

選
考
審
議
会
は
６
名
で
構
成

し
、産
業
界
、社
会
福
祉
関
係
団

体
、市
民
、女
性
団
体
、教
育
界
及
び
行
政

界
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
て
い
る
。

QＡQＡ 委
員
会
審
査
概
要

●
議
案
第
₉₁
号
ほ
か
２
議
案

　
（
地
域
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
指
定
）

　
　
　
　

指
定
管
理
業
務
の
範
囲
は
、

貸
館
業
務
だ
け
か
。

　
　
　
　

従
来
の
貸
館
業
務
、
生
涯

学
習
の
推
進
に
加
え
、
建
物

の
維
持
管
理
業
務
を
含
め
て
い
る
。

指
定
管
理
料
に
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー

長
及
び
事
務
職
員
の
人
件
費
、
役
務

費
な
ど
の
事
務
費
、
維
持
管
理
上
の

小
修
繕
費
を
含
ん
で
い
る
。
消
防
設

備
や
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
市
が
直

接
行
う
。文

教
厚
生
委
員
会

●
議
案
第
₃₃
号

　
（
地
域
福
祉
計
画（
第
２
次
）策
定
）

　
　
　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。 QＡQ
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医
療
分
野
と
介
護
分
野
の

連
携
に
つ
い
て
、
重
点
的
に

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

●
議
案
第
₃₄
号

　
（
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
）

　
　
　
　

学
校
運
営
強
化
の
た
め
、

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

計
画
に
掲
げ
て
い
る
が
、
自
浄
能
力

低
下
な
ど
の
弊
害
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

た
め
に
は
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
欠
か
せ
な
い
。
校
長
は
日

頃
か
ら
教
職
員
と
の
連
携
を
図
り
、

信
頼
関
係
の
も
と
で
学
校
運
営
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
議
案
第
₉₄
号
ほ
か
２
議
案

　
（
市
民
ホ
ー
ル
請
負
契
約
変
更
）

　
　
　
　

昨
今
の
入
札
不
調
な
ど
か

ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、５
カ
月

の
工
期
延
長
に
よ
り
、施
工
業
者
の
人

材
確
保
な
ど
に
支
障
は
出
な
い
の
か
。

　
　
　
　

材
料
の
発
注
や
作
業
員
の

確
保
な
ど
に
、特
に
注
視
し
て

工
程
を
組
み
直
し
て
い
る
。こ
れ
以
上

の
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
万
全
を
期
す
。

ＡQＡQＡ

市
民
経
済
委
員
会

●��

議
案
第
₅₉
号（
平
成
₂₅
年
度
産
業
団

　
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

寺
家
地
区
産
業
団
地
に
つ

い
て
、
地
権
者
の
同
意
が
一

部
得
ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

当
初
計
画
ど
お
り
の
面
積
を
確
保
で

き
る
の
か
。

　
　
　
　

団
地
造
成
に
は
直
接
的
に

影
響
が
な
い
道
路
の
り
面
部

分
で
あ
る
た
め
、
当
初
計
画
ど
お
り

の
団
地
面
積
を
確
保
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。建

設
委
員
会

●
議
案
第
₃₅
号

　
（
汚
水
適
正
処
理
構
想
改
訂
）

　
　
　
　

見
直
し
対
象
で
あ
る
豊
栄

の
乃
美
地
区
に
つ
い
て
、
計

画
段
階
で
、
地
元
要
望
を
ど
の
程
度

把
握
し
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　

平
成
21
年
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
公
共
下
水

QＡQＡ

道
整
備
基
準
で
あ
る
80
％
以
上
の
住

民
か
ら
加
入
要
望
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
実
際
の
加
入
要
望
が
69
％
と

な
っ
た
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

整
備
区
域
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

●�

議
案
第
₆₂
号
（
平
成
₂₅
年
度
水
道

　
事
業
会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

消
火
栓
新
設
費
が
減
額
と

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

当
初
計
画
で
は
65
基
で

あ
っ
た
が
、
寺
家
地
区
整
備

や
圃
場
整
備
な
ど
、
他
事
業
の
年
次

計
画
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
消
火
栓
の
設
置
が
50
基
と

な
っ
た
。予

算
特
別
委
員
会

●
議
案
第
₆₃
号

　
（
平
成
₂₆
年
度
一
般
会
計
予
算
）

　
　
　
　

昨
今
入
札
不
調
が
続
い
て

い
る
が
、
新
年
度
に
お
い
て

何
か
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

QＡQ

　
　
　
　

今
後
の
国
・
県
の
取
り
組

み
に
準
じ
適
宜
制
度
改
正
等

を
行
う
と
と
も
に
、
市
場
の
動
向
等

は
し
っ
か
り
注
視
し
て
適
正
な
価
格

を
反
映
す
る
よ
う
な
設
計
・
積
算
に

努
め
る
と
と
も
に
、
早
期
に
発
注
す

る
と
い
う
よ
う
な
対
応
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

保
育
所
民
営
化
事
業
に
つ

い
て
、
民
間
と
公
立
の
保
育

所
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
考
え
を

問
う
。

　
　
　
　

現
時
点
で
明
確
な
基
準
は

持
っ
て
い
な
い
が
、
市
場
バ

ラ
ン
ス
や
経
費
節
減
が
全
て
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

民
間
の
良
い
と
こ
ろ
、
公
共
の
果

た
す
役
割
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
な
が

ら
適
正
な
配
置
を
心
が
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ＡQＡ
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文教厚生委員会意見交換会
◆開催日：平成26年１月30日（木）
◆開催場所：市役所　第１委員会室
◆相手方：東広島地区医師会（９名）
◆テーマ
　①地域包括支援センターについて
　②救急医療について

建設委員会意見交換会
◆開催日：平成26年１月27日（月）
◆開催場所：東広島商工会議所会館
◆相手方：東広島商工会議所建設部会（16名）
◆テーマ
　①地元建設関連業者の育成について

総務委員会意見交換会
◆開催日：平成26年１月21日（火）
◆開催場所：市役所　第１委員会室
◆相手方：住民自治協議会会長（10名）
◆テーマ
　①�市民協働のまちづくりについて（これまで
の取り組み）、第２期行動計画

　②各住民自治協議会の運営・課題等の発表
　③�意見交換（住民自治協議会の運営状況につ
いて）

市民経済委員会意見交換会
◆開催日：平成25年10月29日（火）
◆開催場所：賀茂泉館　泉ホール
◆相手方：�西条酒造協会（９名）、広島杜氏組

合（３名）、西醸会（１名）
◆テーマ
　①日本酒の普及の促進に関する条例について
　②酒づくり業界の課題と現状について
　③観光について
　④景観について
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地域力を高めるために
研
とぎ
和
わ
　生

いく
江
え
（河内）

地域を知る楽しさを
重
しげ
竹
たけ
　訓

くに
江
え
（黒瀬）

　広域合併に伴って設立した河内町入野地区

の自治組織「篁
たかむら

の郷」が11年目になります。

　行政と地域住民が協働する組織のあり方を、

小さな行事、大きなイベントを積み上げながら

模索し合う10年の歩みでした。一つ一つ協議を

重ねて実行し、そこで得た達成感を共有する仲

間が増えました。

　地域住民の力を結集する『農地保全事業』は、

入野地区農地の90パーセントを対象にして

３年目になります。また、今年から、「地域セ

ンター」の指定管理団体となり、ますます協

働の実をあげたいと思います。地域の財産は、

「人」です。人と人を繋ぐことが自治組織の役

割であり、地域の繁栄につながるでしょう。

　２年半前、市民ギャラリーで衝撃を受ける。

志和周辺の史跡や文化財に関する資料がびっ

しりと展示してある。これが「東広島郷土史

研究会」との出会い。即、入会。月例会や春・

秋の臨時研修・数種のグループ研究等がある。

４月29日には「史跡・文化財を見て歩く会」。

今年は西条駅周辺を巡る。

　先日、試歩に参加。現役中は西条駅での勤務が

長く、酒蔵のある古い街として少しは認識してい

るつもりであったが、駅の北側は全くの別天地。

安芸国分寺跡を初め古代・中世・近代の山陽道を

巡る。又、西条は多くの教育者を輩出し碑文の業

績に驚嘆。市民の多くが、これらの史跡や先人の

功績を知れば、誇りと郷土愛も更に深まるであろ

う。

次回定例会のお知らせ

₆月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

初日

8 9 10 11 12 13 14

常任委員会（議案審査）

15 16 17 18 19 20 21

本会議（一般質問）

22 23 24 25 26 27 28

常任委員会（議案審査） 本会議
（議案審議）

29 30

予備日

■本会議・委員会の傍聴
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。ご不明な点は議会事務局（₀82）42₀︲₀966へお問い合わせください。
 ht tp: / /www.ci ty.higashihiroshima.hiroshima. jp/s i te/shi-gikai / 東広島市議会

耳マーク

※お詫びと訂正
　３月１日発行の「市議会だより第160号」に
誤りがありました。
　20ページの３段目の質問の中で、「広島大学
の柿谷俊英先生」となっていましたが、正しく
は「広島大学の柿薗俊英先生」でした。お詫び
して、訂正します。
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国の重要文化財　竹林寺（河内町入野）

小野の 篁
たかむら

の生誕の地
　竹林寺本堂は戦国時代に平賀氏によって建立され、国の重要文化財に指
定されている。平安時代の政治家で歌人の小野の篁の生誕地と伝えられ、
室町時代の絵巻物が残る（県重文）。

市議会だより
東広島市議会

■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー ８６０１
東広島市西条栄町８番２９号　
TEL.０８２ー ４２０ー ０９６６
FAX.０８２ー ４２４ー ９４６５
　　　　　　  （議会事務局）
http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.hiroshima.jp/si te/shi-gikai /

◀スマートホン用

■�ご意見ご感想をお寄せく
ださい

　市議会だより、東広島市議会
ホームページに関するご意見ご感
想は東広島市議会事務局（左
記）までお寄せください。

財
政
健
全
化
と
暮
ら
し
の
向
上
に
向
け
て

　

平
成
26
年
３
月
、
第
１
回
市
議

会
定
例
会
で
平
成
26
年
度
の
一
般

会
計
歳
入
歳
出
予
算
７
０
８
億
２
，

６
０
０
万
円
が
可
決
さ
れ
た
（
対

前
年
度
比
1.3
％
減
）。
特
別
会
計

を
含
む
財
政
規
模
も
減
少
し
た
が
、

民
生
費
等
の
社
会
保
障
費
は
な
ん

と
か
プ
ラ
ス
を
維
持
。

　

し
か
し
、
４
月
に
は
消
費
税
が

８
％
に
増
税
さ
れ
、
本
市
も
先
行

き
不
透
明
な
経
済
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
議
会
と
し
て
、
適
正
に
予

算
が
執
行
さ
れ
一
層
の
財
政
健
全

化
と
暮
ら
し
の
向
上
に
向
け
て
努

め
る
必
要
が
あ
る
。

西
本　

博
之


